
市のようす（４月１日現在）

囗
は
前
月
比

449,121 人　(-1,807)

227,883 人　 （－　844)
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男

女
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街角の美術館
･・・松戸駅市民ギャラリー

身
近

な
場

所
で
美
し
い

も
の

に
出
会

う
こ
と
が

あ
る
。

そ
ん

な
と
き
は
、
な
ん

と
な
く
ち
ょ

っ

ぴ
り

得
を
し
た
よ

う
な
気

が
し
て
、

ウ
キ
ウ

キ
し

た
気
分
で

一
日

を
過
ご

す

こ

と
が
で

き
る
。

こ
の
春

、
松

戸
駅
の
東
西
自

由
通
路

に
完
成
し

た
市

民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
。
オ
ー

プ
ン

記
念
に
催

さ
れ
た
「
富
士
百

景
写

真

展
」
。

天
窓

が
ら
降
り
そ
そ

ぐ
や

お
ら

か
な

光
の
中
、
足
早
に
行
き
か
う
人
々
も
、

ふ
と

足

を
止

め
、
見
入
っ

て
い

る
。

青
い
空

、
白
い

雲
を

従
え
て
照
明
の

中
に
浮
か
ぶ

雄
大
な
富
士
の

姿
。

雑
踏
の
中
で

、
そ
こ
に
だ

け
静
か
な

時
間
が
流

れ
て
い

る

。

す
っ
か

り
ま
ち
の
風
景
に

溶
け
込
ん

で
い

る
。

美
術
館
ま
で

綰
や
彫
刻

を
見
に

行
こ

う
と
思
う
の
に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
決
心

が
い
る
け

れ
ど
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン

グ
の
つ

い
で
、
デ
ー
ト
の
途
中
で

な
ら
、
何
気
な

く
立
ち
止
ま
っ
て

見
て
し

ま
え

る
。

い
つ

も
通

る
道
す
が

ら
、
親
し
み
の

持
て
る
文
化
の

香
り
に

触
れ
、
少
し
だ

け
㈲
が
豊
か
に

感
じ
ら

れ
た

な
ら
・
…

と
て
も
す
て

き
な
こ

と
だ

と
思

う
。

あ
わ
た
だ
し

く
過
ぎ
去
っ
て
い

く
日

常
で
、
ほ
ん
の
ひ

と
と

き
、

私
た
ち
の

目
を
楽
し
ま
せ

、
㈲
を
な
ご

ま
せ

て
く

れ
る
。
そ
ん
な
街

角
の

美
術
館
で

あ
っ

て
欲

し
い

と
思

う
。

奉
第
八
回
墨
松
会
す
み
絵
展
上

一
十
三
日
ま
で

奉
松
戸
華
の
会
華
道
展
上

下

七
日
上

二
十
日

奉
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
写
真
展
上

玉

八
日
・
三
十
日

奉
武
田
書
道
会
展
上

平

八
日
・
三
十
日

休

館

日
・：
月
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間
・
＝
午
前
十
時
～
午
燃
（

時

※
初
日
お
よ
び
最
終
日
は
変
更
も
あ
り
ま
す
。

（
文
化
ホ
ー
ル
四
6
7－

７
８
１
０
番
）

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

月４

松戸駅市民ギャラリー

期 間 ５月８日まで

東

ギャ
ラ
リ
｜ 世界の名画

複製圖展西

ギ
ャ
ラ

リＩ

し　問い合わせは社会教育課成人教育係へ　ｊ

今
月
の
納
期
は

手数料・保険料・各種税

参
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
一

期
納
期
限

）
・・・
五

月
一
日

参
事

業
所
税
・
三

月

決
算
の
法
人

と
二

月
中
に

事
業
所
用
家
屋
を

新
・
増
築

し
た
建
築
主
は
、

四

月
が
申
告
納
付

月
で

す
。

参
国
民
年

金
保
険
料
・・
・
四

月
分

墨
（

十
三

年
度
分
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま

せ
ん
か

。

も
う
一
度
お
確
め
下

さ
い

。

早
め
に
納
付
（
納
入
）
お
願
い
し
ま
す

安全・確実な
口座振替のご利用を

水緑　文化
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市
長
選
挙
６
月
1
8日
に
決
定

同

時

に

市

議

会

議

員

補

欠

選

挙

あなたの1票を大切に私たちの選挙です。

任

期

満

了

に

よ

る

市

長

選

挙

お

よ

び

市

議

会

議

員

補

欠

選

挙

が

、

さ

る
四

月

十

二

日

の

選

挙

管

理

委

員

会

で

、
六

月

十

八

日
（
日

）

に

執

行

さ

れ

る
こ

と

に

決

定

し

ま

し

た

。

大

切

な

一
票

を

ム

ダ

に

し

な

い

で

、

今

後

の

松

戸

市

政

を

託

す

人

を

選

び

ま

し

よ

う

。

〈
投

票

で

き

る

人

〉

昭
和
四
十
四
年
六
月
十
九
日
ま

で
に
生
ま
れ
、
平
成
元
年
三
月
十

日
ま
で
に
転
入
届
を
し
、
引
き
続

き
居
住
し
て
い
る
人
。

市
外
へ
転
出
し
た
人
は
、
投
票

で
き
ま
せ
ん
。

〈

投

票

は

記

号

式

〉

市

長
お
よ

び
市
議
会
議
員
補
欠

選
挙
は
、
記
号
式
謡

ｔ（
記
載
台
に

備
え
付
け
の
○
記

号
印
で

、
支
持

す
る

候
補

者
の

所
定
欄
に

印
を
押

す
方
法
）
で
行
い
投
票
の
簡
素
化
を
図
り
ま

す
。

〈

立

候

補

予

定

者

説

明

会

〉

市
長
お
よ
び
市
議
会
議
員
補
欠

選
挙
立

候
補
予
定
者
の

説
明
会
を

次
に
よ
り
行
い
ま

す
。

立
侯
補
さ
れ

る
人
は

、
必

ず
お

集
ま
り
下
さ
い

。

▽
日

時
・
・・
五
月
八
日

言

）
午
後

二
時
か
ら

▽
場
所
…
市
役
所

議
会

棟
三
階
特

別
委
員
会
室

▽
詳
細
・
＝
市
選
挙

管
理
委

員
会

床下薬剤散布

)は午後に実施
（

期　日 散布町 会・自 治会 期　日 散布 町会・自治会

5/1  (J月)
八ヶ崎
〈子安神社より東側〉 18 困

常盤平２丁目・常盤平
双葉町・（さくら会）

２ 図
八ヶ畸

〈子安神社より西鬩〉
19 閨
常盤平4丁目･牧の原１
丁目･2丁目･(力ぶと山)

６ 出 干駄掘来葉 20山 セキスイハウス

８(月)
八ヶ崎福寿台

金ヶ作門前
22§ 日暮

９(刈 干駄堀 23(火) 日暮７丁目・五香新町

10團
千駄尨新山
千駄遐八景台

24(水)
牧の原東・五香西叨・
(大同西)

11 困 金ヶ作 25困 五香本田J・五香駅前

12窗 金ヶ作・金ヶ作佐野 26圖 五香東町

13 出 常盤平陣屋剞 27出 五香北丘第２・香北・
大同団地

15目
常盤平１丁目
常盤平西窪田］

29(月) 五襤元町・松飛台北

16(火)
常盤平３丁目・５丁目
・６丁目

30図 五香南町・やなき

IZ 溂
常盤平フ丁目

常盤平柳叨 31 00 高柳

年
末

年
始
（
十
二
月
二
十
九
日

～
翌

年
一
月
三
日

）
、
旧
盆

（
八

月
十
三
日
～

十
六
旦

マ
診
療
時
間

＝
牛

後
八
時
～

土

時

（
受
診
の
際
は
、
保

険
証
を

忘

れ
ず
に
お
持
ち
下
さ
い
）

▽
詳
細
・：
保

健
衛
生

課

建
築
か
す

る
時
は
、

事
前
に
そ

の

計
画

が
建
築
関
係
法
令
に
適
合

す

る
も
の
で

あ
る
こ
と
の
確
認
を

受
け

、
工

事
中
は
確
認
の
表
示

板

を

掲
示
し

な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

確
認
を
受
け

な
い
で
建
築
し
た

り
、

確
認
と

異
な
る
建
築
を
し
ま

す
と

、
近

隣
の
人

々
と
の
間
に
卜

※雨で中止の場合は､全日程終了後になります。

l〉詳細…生活環境課環境衛生係正しい建築で安全な街づくりを

ラ
ブ
ル

を
招
く
だ
け
で

な
く
、
防

火

、
安
全
、
衛
生
な
ど
の
面
で

支

障
が

出
た
り
し
ま
す

。

建
築
基
準
法
に
つ
い
て
の
理

解

を
深
め

、
ル

ー
ル

を
守

っ
て

住
み

よ
い
街

づ
く
り
に

ご
協
力
下

さ
い

。

マ
詳
細
＝
建

築
指
導
課
建
築

指
導

係

５
月
2
7日
か
ら

土
曜
閉

庁
実
施

市
役
所
は
、
五
月
二
十
七
日
か

ら
毎
月
の
第
二
・
第
四
土
曜
日
を

閉
庁
し
、
休
み
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
に
利
用

の
多
い
施
設
や
二
十
四
時
間
利
用

の
施
設
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
業
務
を
行
い
ま
す
。

市
民
セ
ン
タ
ー
、
婦
人
会
館
、

勤
労
会
館
、
市
民
ス

ポ
ー
ツ

セ
ン

タ
ー
、
小
金
原
体
育
館

、
常
盤
平

体
育
館
は
、
毎
月
一
回
か
休

館
（
十

二
月
二

十
九
日

～
翌

年
一
月
三
日

も
休
館

）
と
し

、
そ
れ
以
外
は

開

館
し
ま
す
の
で

、

ご
利
用
下
さ
い

。

▽
詳
細
＝
人

事
課
考
査
係

映
画
と
人
形
劇
お
は

な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
「
で
ん
杓
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

酋
6
3
－

９
９
９
９
番

一
千

七
日

一
千

六
日

四
月
一
干

一
日

期
　
　
　

日

五

香

市

民

セ

ン

タ

ー

二
十
世
紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー

会
　
　
　
　
　

場

午
後
三
時
～
四
時

時
　
　
　

間

※
定
員
に

な
っ
た
場
合
は
、
入
場
を

お
断
り
し

ま
す
。

マ
詳
細
・
＝
市
立
図
書
館
四
6
5－
5
1
1
5

番

５
月
３
日
（
祝
）
は
ゴ
ミ
収
集
・

し
尿
く
み
と
り
業
務
を
行
い
ま
す

五
月
三
日
（
祝
）
は
、
休
日

に
あ
た
り
ま
す
が
、
平
常
ど
お

り
ゴ
ミ
収
集
と
し
尿
く
み
と
り

業
務
を
行
い
ま
す
。

マ

詳
細
三

ゴ
ミ
関
係
）
清
掃
第

一
課
業

務
係
・
匸

尿

関
係

）

清
掃
第
二
課

指
導
係

女性のための相談室

l〉日時…毎月第２・第４木曜日

午後１時～４時

E〉会場…婦人会館

E〉費用…無料

E〉内容…子どもや家族のこと、

自立への悩みなど何でも

※相談員はすべて女性で秘密は

厳守します。

|〉申込み…午前９時～午後５時

有償サービス講演会

【〉日時… ４月25 日( 火)午 後１時

～３時

E〉会場…市社会福祉協議会

E〉費用…無料

【〉講師…市川・船橋ユー・アイ

協会･平 岩文夫氏､ 松 尾俊子氏

E〉詳細…松戸市ボランティア連

絡協議会・新藤登92-6496 番

防災行政用無線局の

放送時間が変わります

防災行政用無線局で放送して

いる「歌の街」の放送時間（現

在は午後５時）が、５月１日か

ら８月31日までの間、午後６時

に変わります。

E〉詳細…防災課

春の防犯運動

４月26日まで実施中

告・納付は５月15 日（ 月）〔法定

期限〕までとなっています。

E〉詳細…千葉労働基準局登0472

-54-5211 番

労働保険料の申告と納付

労働保険（労災保険・雇用保

険）の平成元年度の概算保険料

と昭和63年度の確定保険料の申

休
日
土
曜
日
夜
間
歯
科
診
療
を
開
始

歯
科
救
急
患
者
も
安
心
で
す

現
在
、
松
戸
歯
科
医
師
会
と
松

戸
市
薬
剤
師
会
の
協
力
に
よ
り
、

休
日
の
歯
科
救
急
患
者
へ
の
対
策

と
し
て
、
衛
生
会
館
内
に
「
休
日

歯
科
診
療
所
」
を
設
置
し
て
、
日

陂
日
と
祝
日
の
午
前
九
時
～
正
午

ま
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『医療機関マップ』おわびと訂正

３月下旬に配布した「松戸市医療機関マップ」に誤りがあり

ました。関係各位の皆様にご迷惑をかけましたことを深くおわ

びし、次のとおり訂正します。

○診療所一覧表に次の診療所を加えて下さい。

（新松戸地区）

五
月
十
三
日

全

）
か
ら
は
、
診

療

時
間
が
午
後
八
時
～
十
一
時
に

変
更
に
な
り

、
加
え
て
土
曜
日
の

夜
間
も

診
療
す

る
こ
と
に
な
り
、

歯
科
救
急
対

策
が
さ
ら
に
充
実
し

ま
す
。

マ
診
療
日
＝
土

・
日

曜
日

、
祝
日

、

大 川 病 院 分 院

馬 橋 ク リ ニ ッ ク
西馬橋相川町117 43-5011 産婦吶･小

〔地図はＣ－５の地点です〕

(新 松戸地区)

東葛クリニック新松戸 新松戸4-136 44-4411 (人工透析)

〔地図はＣ－３の地点です〕

(常 盤平地区)

東 葛クリニック五香 常盤平5-18-  1 88-3931 (人工透析)

〔地図はＨ－７の地点です〕

○地図中、六実地区( Ｋ－7)の｢ 長島歯科医院｣は｢長坂歯科医

院｣ に、矢切地区( Ｂ -11) の｢ 長坂歯科医院｣は｢長島歯科

医院｣ に訂正して下さい。

Ｏ救急指定医療機関案内図中、新八柱駅前に｢新八柱台病院｣を

加えて下さい。

|〉詳細…保健衛生課庶務係

趣味をふやそう第７期青少年教室

教室名(対象・定員) 日　　　　　時 教材費 講　　　　　師
卓　　 球　　 教　　 室

(小３以上　30人) ［ 合同開講式

5/14(1日）

］

5/20山
s

z/15山

（ 計10回）

午後１時30分

～３時30分
1,500円

松戸市卓球協会

五十嵐　―　郎　氏
空　 手　 道　 教　 室

(小３以上　30人)
午後３眄30分

～５時30分
700円
統道会空手道連合会

間根山　見　嗣　氏
さ い ほ う と 手 芸 教 室

(小３以上　25人)
午後２時

Ｓ

４時

1,200円
松戸市婦人ブルーフ

稲　本　達　子　氏
マ　 ン　 ガ　 教　 室
(小３以上　25人) 1,700円

日本漫画家協会

高　橈　宏　一　氏
作　　 法　　 教　　 室
(小３以上　25人)

[ 合同開講式

5/14(日)]

5/21 (日)
s

7/1 REｮ)

(計10回)

午前９時

S

11眄

1,200円
松戸市婦人ブルーフ

屁　村　芳　子　氏
水 彩と ス ケッ チ 教 室

(小４以上　25人) 2,700円
日本美術家連盟

安　藤　育　宏　氏
ク　ツ　キ　ー　教　室

(小４以上　25人)
午後〇時30分

～２時30分
2,700円

お菓子のアトリエ

植　本　愉利子　氏
フ　ル　ー　ト　 教　室

(小４以上　25人) 午後1 時
Ｓ

３時

700円
武蔵野音大講師
高　久　　　進　氏

手　 あ　 み　 教　 室

(小３以上　25人) 1,700円
松戸市婦人ブルーフ

鰐　部　啓　子　氏
模型飛行機(バルサ)教室

(小４以上　25人)
午後２時30分
～４時30分

3,700円
日本模型航空連盟

菊　地　精　一　氏

青 少年会館へ。定員になり次

第締め切ります。4月24 日( 月)

・30 日( 日)、 ５月１日( 月)・

４日(木) は休館です。

1〉詳細…青少年会館2544-8556 番

l〉会場…青少年会館

【〉対象…市内在住・在学の青少

年で初心者

E〉申込み…４月21 日(金) ～ ５月

５日(祝)に 、教材費を持って

建築のルールを
守りましょう

５月13日
から ノ

投票は記号式で



平成元年４月２０日広報まつど

みんなできてね

土
（

回

目

夕
迎

え

、

す

っ
か

り

ち

び

っ
子

た

ち

に

も

、

お

な

じ

み

に
な
っ
た
「
こ
ど
も
祭
」
を
今
年
も
、

五

月

三
日
（
祝

）
に

運

動

公

園

で

行

い

圭

ｙ

。

今

年

は

、
昨

年

好

評

だ

っ
た
「
Ｓ

Ｌ

」
や
「
迷

路

」
に

加

え

、「
つ

な

引

き

」
の

コ

ー

ナ

ー

を

復

活

。

た

く

さ

ん

の

催

し

物

か
モ

ろ

え

、

皆

さ
ん

を

お

待

ち

し
て

い

ま

す

。

落ちないように気をつけて(昨年のこども祭)

お
と
な
も
子
ど
も
も
一
緒
に
楽

し

ぐ
遊
び
ま
し

ょ
う
。

※
催
し

物
は
、
申
し
込
み
が
必
要

な
も
の

と
自
由
に
参
加
で

き
る

も
の
が

あ
り
ま
す
。
下

の
表
で

確

認
し
て
下

さ
い
。

▽
日

時
・
＝
五

月
三

日
（
祝
）
午
前
十

時
～
午

後
三

時
（
雨
天
決
行

）

▽
会
場
…

運
動
公

園
（
Ｊ
Ｒ

北
松

戸
駅
下

車
で

徒
歩
十
五
分

、
ま

コ　ー　ナ　ー 内　　　　　 容 会　 場 雨天の場合

チビツ子のと自慢 チビッ子たちが指定曲やカラオ

ケで日ごろののどを競う

野球場正面入口前 体　 育　 館

こども対抗リレー 少年少女団体代表8名による男女混合ﾘﾚｰ　 （申 込 制） 陸 上 競 技 場 中　　　　 止

う で ずも う大 会 学年別､男娚 』の12区分による勝ち抜き大会 （自由参加） 武 道 館 横 剣　 道　 場

こ ど も み こ し たるみこし5 台が会場内を練り歩く　 §ld ‰?3 公 園 内 一 周 中　　　　 止

ヨ　 ー　 ヨ　 ー 会場内数ヵ所でヨ ーヨー作り を楽しむ　 （自由参加） 会場内数力所 体 育 館 前

冒　　　　　　 険 モン キーブリッジ､イカダ 乗りなどに挑戦（自由参加） 野球裼･プ ール 中　　　　 止

苣 の 遊 び 創 作 竹細工を作り、自由に遊ぶ　　　　　　　 （自由参加） 野　 球　 場 錬　 成　 室

バ　　 ザ　　 ー
各育成会より不用囹を供出し､ 子ども 会の　　 ヽ
運営資金にあてる　　　　　　　　　　 （申 込 制） 武 道 館 横 体育館ロビー

地　 震　 体　 験
起震車に乗って振動を体験し よう　　　　　　 み
こどもたちによる糧厨蒙とあなたの声を測定します(

自由 馘) 左 側 駐 車 場 中　　　　 止

マジック・ショー ≒ ぎなふしぎな手品の数々、さあ見'二行( 自Et]参加) 小 体 育 室 小 体 育 室

折　　 り　　 紙
かわいい動物、きれいな花など、あなたも
折り紙で作つてみましよう　　　　　　　 （自由参加） 談　 話　 室 談　 話　 室

こどもおはなしｷｬﾗ ﾊﾞﾝ 笄 昔 キャラ バンとこどものキャラバン( 自由参加) 卓　 球　 室 卓　 球　 室

もし もし ゲーム ゲームやクイズを楽し みながら､電話の沽　　　 参用法を学びましよう　　　　　　　　　　 （自由ｇ 加） 体 育 館 前 体 育 館 前

つ　 な　 引　 き
少年少女団体代表チームによるつな引き　　　 ヽ
力じまんのチー乙はどこかな　　　　　　（申 込 制） 体　 育　 館 中　　　　 止

長 な わ と び みんなでジャンプ､何回とべるがな　　　 （申 込 制） 陸 上 競 技 場 中　　　　 止

迷　　　　　　 路 あなたは上手に脱出することができるかな （自由参加） 野　 球　 場 中　　　　 止

Ｓ　　　　　　　　　 Ｌ 煙も気笛もほんもの、
楽しいミニＳＬ の旅をどうぞ　　　　　　（自由参加） 正 面 広 場 中　　　　 止

す　　　も　　　う
r(DZ~>^I(D ごl) た｣豆力士による　　( 申 込 制)

す も う 場 柔　 道　 場

クイズ 難問、奇問、最後まで残れる人はだれ　 （自由参加） 陸 上 競 技 場 体　 育　 館

グラウンドゴルフ あなたは何打でまわることができるかな （自由参加） 陸 上 競 技 場 中　　　　 止

売　　　　　　 店
ジュース、コーラ、パン、フフイスクリーム、牛乳など
を販売しています 武 道 館 横 武 道 館 横

た
は

新
京
成
松
戸
新
田
駅
下
車

で

徒
歩
十
分
）

※
込
み
合
い
ま
す
の
で

、
車
で

の

来
場
は

ご
遠
慮
下
さ
い

。

▽
申
込
み
＝
・
申
込
制
の
催
し

物
は

四
月
二
十
五
日
（
火
）
ま
で

、
こ

ど
も
課
で
受
け
付
け

ま
す

。

▽
詳
細
：
と

μ

石

課
育
成
係

み
ん

な
の

力

で
延

ば
そ

う
地
下

鉄

早
期
実
現
に
向
け
て

今
年
も
決
起
大
会

地
下

鉄
上

号
線
（
半
蔵
門
線

）

松
戸
延
伸
の

事
業
主

体
は
、
関
係

機
関
へ
の

陳
情
の

結
果
、
運
輸
事

務
次
官
か
ら

「
帝
都
高
速
度
交
通

営
団
で

あ
る
」
と
初
め
て

明
言
が

得
ら
れ
ま
し

た
。

こ
れ
は

、
昨
年
、
市
民
の
皆
さ

ん
の

ご
協
力
に
よ

る
三

十
七
万

三

千
四
百
士
人
に
の
ぼ
る
署
名
（
都

内
三
区
と
合
わ
せ

た
総
数
は
八
十

六
万
五
百

九
人

）
と
、
去
る
上

月
に

開
か

れ
た
「
住
民
決
起
大
会
」

を
も
と
に

、
運
輸
大
臣

、
帝
都
高

速
度
交
通
営
団
総
裁
、
千
葉
県
知

事
、
東
京
都
知
事
お
よ
び
大
蔵
大

臣
へ
と
幅
広
く
陳
情
活
勣
を
行
っ

た
結
果
で
あ
り
、
早
期
実
施
へ
の

大
き
な
は
ず
み
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
都
内
沿
線
の
江
東

墨
田
・
葛
飾
の
三
区
と
協
調
し
、

去

月
八
日
に
一
市
三
区
合
同
の

住
民
決
起
大
会
を
墨
田
区
内
で
開

催
す
る
の
を
は
じ
の
と
し
て
、
た

え
ま
な
く
広
範
な
要
請
活
動
を
力

強
く
展
開
し
て
い
き
毒
了
。

▽
詳
細
…
交
通
対
策
課

長
の
裁
量
権
の
及
ぶ
も
の
に
つ

い
て
は
、
公
共
料
金
へ
の
消
費

税
の
上
乗
せ
は
見
送
る
」
と
私

は
述
べ
て
お
り
ま
す
。

消
費
税
の
導
入
に
よ
る
松
戸

市
の
歳
出
予

算
に

対
す
る
影
響

額
は
、

一
般
会

計
で

お
よ
そ
九

竺

千
万
円

。
特
別
会
計
・
企
業

会
計
で

お
よ
そ

四
億
五
千
万

円
。

合
計
で
十
三
億
六
千
万

円
余

３月定例市議会で施政方針を発表

り
に
達
し
ま
す

。

も
し
、
こ
れ
を

歳
出
予
算
に

計
上
し
て
お
か
な
い
と

、
市
は

工
事
を
発
注
し
た
り

、
物
品

を

購
入
し
よ
う
と
す
る
時
、
業
者

と
契
約
で

き
な
く
な

る
心
配

が

し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
の
で

、

そ

の
分
契
約
に
上
乗
せ
し
て
や

ら
な
け
れ
ば
、
業
者
が
困

る
こ

と
に

な
り
ま
す
。

中
小
企
業
で

も
、
市
と
契
約

し
て

仕
事
を
し
て
い

た
だ
く
わ

消

費

税

に

つ

い

て

あ
り

ま
す
。

と
い
う
こ
と
は

、
予
算
に
計

上
し
た

事
業

が
執
行
で

き
な
く

な
る
の
で
す

。

市
と
契
約
す
れ

ば
、
ほ

と
ん

ど
の
業
者
は
消

費
税
分

を
負
担

市
の

収
入
面
に
つ

い
て
は
、

市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
ぐ

下
水

道
料

金
、
水
道
料
金
、
駐

車
場
料

金
、
公

営
住
宅
の
家
賃
、

そ
の
他
の
使
用
料
に

消
費
税
分

三
％

を
上
乗
せ
す

る
よ
ｙ
つ
に

、

そ
の
た
め
に
は

条
例
改
正
の

必

要
が
生
じ

ま
す

。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の

条
例
に

は

議
会
の
議
決
を
得
な
け
れ

ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
条
例
を
提

出
す

る
か
否
か
は
、
私
の
裁
量
の
範

宮
間
満
寿
雄

け
で
す
か
ら
、
市
と
し
て
業
者

を
泣
か
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
歳
出
予
算
に
つ
い

て
は
、
業
者
負
担
と
な
る
消
費

税
は
予
算
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
す
。

強
く
関
係
方
面
か
ら
指
導
さ
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
各
種
公
共
料
金
や

使
用
料
に
消
費
税
を
上
乗
せ
す

る
に
は
、
そ
の
分
料
金
を
改
訂

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、

囲
内
に
あ
り
、
私
の
判
断
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
先
に
述
べ
た
よ

う
に
市
長
の
裁
量
権
に
属
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
の

上
乗
せ
を
見
送
る
と
施
政
方
針

で
述
べ
た
わ
け
で
す
。

消
費
税
を
上
乗
せ
す
る
と
、

そ
の
分
市
民
の
負
担
が
増
え
ま

す
の
で
、
そ
れ
か
避
け
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

と
に
か
く
、
消
費
税
は
複
雑

で
、依
肺

苣

ゲ
木

透
明
な
部
分

も
多
く
、
ま
た
社
会
的
に
弱
い

方
々
へ
の
配
慮
も
十
分
と
は
言

え
な
い
不
公
平
さ
も
あ
り
、
自

治
体
に
と
っ
て
も
、
多
々
迷
惑

な
面
が
あ
り
、
十
分
な
る
検
討

が
肝
要
か
と
存
じ
、
消
費
税
の

公
共
料
金
へ
の
上
乗
せ
は
見
送

っ
た
わ
け
で
す
。

私
の
姿
勢
を
ご
理
解
願
え
れ

ば
辛
い
で
す
。

混雑する松戸駅

松戸市都市計画下水道の

変更案の縦覧

松戸少年少女発明クラブ

会員募集

クリーンセンター内温水

プールからのお願い

松戸市第１号公共下水道の幹

線の変更案の縦覧を行います。

【〉期間…４月21 日(金) ～ ５月９

日(火) の午前８時30 分 ～午後

５時( 土曜日の午後、日曜・

祝日を除く)

l〉縦覧場所…下水道部計画業務

課( 市役所新館３階)

【〉詳細…計画業務課計画係

洗剤は無ﾘﾝ のものを使おう

【〉日時…Ａ班＝土曜日午後２時

～４時、Ｂ班＝日曜日午前10

時 ～正午

E〉会場…青少年会館

E〉対象…小学３年生～中学３年

生までの来年 ３月まで活動で

きる男女30 人

E〉申込み…４月21 日( 金) ～26 日

(水) の午前10時 ～ 午後４時の

間に会費5,000 円 を添え青少

年会館内発明 クラブ( 登44 －

8556 番)へ 。

クリーンセンター内温水プー

ルを利用する際は、水質管理の

ため、水泳帽の着用をお願いし

ます。なお、当日忘れた人には、

お貸しします。

r〉詳細…クリーンセンター内温

水プール085-7100 番

職業能力開発訓練・講習

l〉科目…監督者訓練・監督者訓

練員養成講習・４Ｊ要約コー

ス・管理訓練計画講習

E〉申込み…５月10日(水)までに

所定の申込書で千葉県職業能

力開発協会( 千葉市長州1 －

22一 ３羽田ビル４階00472-

24-1610 番)へ

l〉年齢…①35歳まで②40歳まで

※市内医療機関勤務者はご遠慮

下さい。

E〉詳細…市立病院庶務課人事係

063-2171 内線2413番

国保松戸市立病院

看護婦・看護助手募集

【〉職種…①看護婦・准看護婦②

パート看護助手

防火管理講習会

l〉日時…①甲種防火管理講習会

５月15 日( 月) ・16 日(火) ②乙

種防火管理講習会5 月24 日(水)，

① と②ともに午前９時30 分～

午後 ５時( 受 付は30 分前 から)

1》会場…市消防局講堂

1〉定員…各150 人

r〉費用…①3,500 円 ②3,000 円

1〉申込み…４月24 日(月卜 ５月

10日( 水) の間に直接市内各消

防署または消防局予防課へ(定

員になり次第締め切 ります)

l〉詳細…消防局予防課S63-11

11 内線209 番

第

16
回

今
年
で
最

も
大
き
な
政
治
的

話
題
は
、
消

費
税
の
導
入
と
リ

ク
ル
ー
ト
の
問
題
で
し

ょ
う

。

リ
ク
ル

ー
ト
の
問
題
に
つ
い

て
、
市
長
は
ど

フ
考
え

る
か
と

の
質
問
が
三
月
定
例
市
議
会
で

も
出
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
「
徹
底
的
に
究
明
し
、

国
民
の
前
に
明
ら
か

に
す

べ
き

で

あ
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

消
費
税
の
問
題
に
つ

い
て
も
、

市
民
の

方
々
か
ら
消
費
税
と
市

の
財
政
と
の
関
係
は
ど
う
な
の

か
、
市
長
は
消
費
税
に
つ

い
て

ど
う
考
え

る
の
か

な
ど
と
た

ず

ね
ら
れ

ま
す

。

三
月

定
例
市
議
会
に

お
け

る

施
政
方

針
演
説
の
な

か
で

、「
市

松戸市
市長の窓

こども祭
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平成元年度の市の予算が、３月定例市議会

で可決されました。

一般会計予算は前年度比8.396 増の785 億

円、全会計では1,364億9,107万７千円となり、

6.2％の伸びとなっています。

今年度は、第４次総合５か年計画の初年度

に当たります。そのため、平成元年度予算に

は､「水と緑と文化」をめざした新規事業が 数

多＜盛り込まれています。

ね
た
き
り
老
人
な
ど
の

介
護
技
術
の
習
得
を
支
援

マ

ホ
ー

ム
ケ
ア
促
進
事
業
・
＝
ね

た

き
り

老
人

な
ど
や
介
護
し
て
い

る
家

族
を
特
別
養
護
老
人

ホ
ー

ム
に
短

期
間
滞
在
さ
せ
て

、
家

族
の
人

に
介
護
技
術
を
習

得
し

て
も
ら
い

、
ね
た
き
り
老
人

な

と
か

、
在
宅
生
活
を
続
け
ら
れ

る
ぷ
つ
に
し

ま
す
。
利
用
対

象

者
は

、
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以

上
の
人
で

、
身
体
上
ま
た
は

精

神
上
の

著
し

い
障
害
が
あ

る
た

め

、
常
時
の

介
護

を
必
要
と
す

る
人

お
よ

び
そ
の
人
の

家
族
介

護

者
で

す
。

▽
手

話
通
訳

者
設
置

お
よ
び
派
遣

事

業
…
手

話
通
訳
者
を
市
役
所

に
置
い
て

（
火
・
水
・
金
主

）
、

ろ
ラ

あ
者
が
来
庁
し

た
と
き
の

手

話
通
訳
な
ど
の

業
務
を
行
い

未

丁
。
ま
た
、
ろ

う
あ
者
が
官

公

署
へ
の
手

続
き
や
通
院
な
ど

で
手

話
通
訳
を

必
要

な
場
合
、

市民の皆さんに親しまれている「まこも池」

農林水産業費3 億7,663万円

議会費6 億7,848万3千円 一

商工費13 億4,434 万2千円

消防費36 億604万5千円-1

一般会計予算の歳入と歳出

坂
川
に
清
流
を
復
活
さ
せ

親
し
み
の
あ
る
水
辺
に

坂
川
に

や
す
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ

る
水
辺
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
市
民

の

皆
さ
ん
の

憩
い
の
場
と
な

る
よ

う

、
今
年
度
も
坂
川
清
流
復
活
事

業

な
ど
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

マ

坂
川
清
流
復
活
事
業
＝
・
①
小
山

地
区

浄
化

施
設
整
備
事
業

―
小

山

ポ
ン

プ
場
を
通
っ
て

坂
川
に

流
れ
て
い

る
雑
排
水
を
浄
化
し

て

、
南
部
小

学

校
南
側
の
水
路

に
導

水
し
て

か
ら
、
坂
川
へ
放

流
す

る
ぷ
つ
に

し
ま
す
。
そ
の

市
に

登
録
さ
れ
て
い

る
手
話

通

訳
者
を
派
遣
し
ま
す
。

マ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
短
期
入

所
事
業
・
＝
ね
た
き
り
老
人
・
痴

呆

性
老
人
か
介
護
し
て
い

る
家

族
が
、
社
会
的
・
私
的
理
由
で

一
時
的
に
家
庭
内
で
の
看
護

が

で

き
な
い
場
合
、
特
別
養
護
老

人

ホ
ハ

ム
に
一
週
間
以
内
の
期

間
に

限
っ
て

入
所
を
認
め
て

い

ま
す
が
、
痴
呆
性
老
人
に
つ
い

て
は

、
入
所
で

き
る
期
間
を

１

ヵ
月
以

内
ま
で

に
拡
大
し
ま
す
。

マ

地
域
ぐ
る
み
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
補
助
金
…
地
域
住
民
の
主
体

的

参
加
に
よ

る
近
隣
関
係
を
基

国分川分水路の坂川合流点付近の改修工事

盤
に
、
日

常
的
な
相
互
扶
助
活

動
に
よ
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
ネ

″
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
事

業
主
体
で

あ
る
社
会

福
祉
協
議

会
に
活
動

費
を
補
助

た
め
の

浄
化

施
設
を
建
設
し

ま

す
。
ま

た
、
南
部
小

南
側
の

水

路
は

、
水
に
親
し

め
る
水
路
と

し
て
整

備
し

ま
す
。

②
上
矢
切

地
区

導
水
事
業
＝

国

分
川
分

水
路
の
坂
川

合
流
点
付

近
に

ポ
ン

プ
施
設
を
設
け

、
下

流

部
既
整

備
部
分
の

わ
き
水
を

国
道
六

号
線
か
ら

赤
圦
樋
門
区

間
の

坂
川
へ
導
水
し

ま
す
。

マ
坂
川

水
系
水
質
浄
化
対
策
事
業

・
＝
①
水
の

か
お
り

ゾ
ー
ン
基
本

計
画

委
託
＝

横
六

間
川
・
六
尺

堀

・
神
明
堀
な
ど
の

水
路
が
流

れ

る
旭
町
地
先
を
水
の

か
お
り

了

Ｉ
ン

（
松
戸
の
水

郷
）
と
し

て

整
備
す
る
た
め
基
本
計
画
を

策

定
し

ま
す
。

②
河

川
浄
化
施
設
実
施
設
計
委

託
＝
・
新
松
戸
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
の
旧
施
設
を
利
用
し
、
馬
橋

鉄
塔
線
水
路
と

横
六
間
川
上
流

の

水
を
浄
化
し
て

、
六

尺
堀
・

神
明

堀
な
ど
の
上

流
か
ら
放

流

し
ま
す
。
小
域
福
祉
圓

を
市
政

協
力
委
員
地
区
単
位
十

一
地
区

に
年
次
計
画
で
設
定
し
ま

す
。

今
年
度
は

、
小
金
・
小
金
原

・

新
松
戸
地
区
。

消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
足

大
型
バ
ス
を
購
入

昭
和
六

十
二
年
か
ら
六
十
三

年

の

二
ヵ

年
事
業
で
、
全
国
初
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
安
全
管
理
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た
消
防
訓
練
セ
ン
タ

ー
が
八

ヶ
崎
に

完
成
し

ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
は

五
月
。

消

防
職
団
員
だ
け
で

は
な
く
、

自
主

防
災
組
織
や

一
般
市
民
、
民

間
自

衛
消
防
隊
も
参
加
で

き
る
訓

練
メ

ニ
ュ
ー
を
整
備
し
た

と
こ
ろ

に
特
徴

が
あ
り
未

了
。

今
年
度

予
算
で
は

、
訓

練
セ
ン

す
る
ふ

つ
に
し
ま
す

。
そ
の

た

め
の
実
施
設
計
を

委
託
し

ま
す
。

マ
ま
こ
も
池
緑
地
建

設
事

業
・
＝
市

内
唯
一
の
自
然
池
と
し
て

市
民

に

親
し
ま
れ
て
い

る
「
ま
こ

も

池
」
を
整
備
す

る
た
め

、
用
地

の
買
収
・
わ
き
水

状
況
の

調
査

・
護
岸
整
備
な
ど

を
行
っ
て

き

ま
し
た
。
今
年
度
は

、
回
廊

部

の
木
製
デ
ッ
キ
な
ど
の
中
心
施

設
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

マ
マ

リ
ー
ナ
計
画
等
親

水
構
想
委

託
料
・
＝
坂
川
が
江
戸
川
に

流
入

す
る
柳
原
樋
門
周
辺
に

マ
リ
ー

ナ
を
つ
く
る
計
画

、
ま
た
、
江

戸
川
を
観

光

・
利

水
面
か
ら

広

域
的
に
検
討
を
加
え

、
観
光
船

構
想
な
ど
の
調
査

・
研
究
を
行

い
ま
す
。

マ
（
仮
称
）
　「
（
財
）
緑
と
水
辺
の

基
金
」
出
捐
金

等
＝
・
基
金

を
設

立
し
て
、
機
関

紙
の
発
行
、
講

演
会

・
見
学
会
の

開
催
、
パ
ン

フ
レ
ッ
卜
の
作
成
な
ど
、
緑
を

守
り
育
て
、
河
川
に

清
流
を
呼

び
戻
す
た
め
の
啓

発
事
業
・
市

民
活
動
へ
の
支
援

事
業
な
ど

を

行
い
ま
す
。

マ
歴
史
公
園
建

設
事

業
…
戸

定
か

タ
ー
の
備
品
や

、
訓

練
に

参
加
す

る
市
民
の
皆

さ
ん
の
訓
練

セ
ン
タ

64年１月１日現在

(住民基本台帳人口)

人口446,780 人

世帯155,478 世帯

市民１人当たりに使われる予算

一般会計予算全体では大 才
）

総　務　費　　１万7,697円

消　防　費　　　8,071円

商　工　費　　　　3,009円

土　木　費　　４万4,296円

民　生　費　　２万8,706円

教　育　費　　２万8,663円

衛　生　費　　２万5,394円

丘

歴
史
公
園
は
、
徳
川
昭
武
公

ゆ
か
り
の
戸
定
館
を
中
心
と
し

た
市
内
唯

一
の
歴
史
公
園
と
な

り
ま
す
。
昭
和
六
十
三
年
度
末

で
用
地
買
収
が
完
了
し
た
の
で

、

平
成
元

年
度
か
ら
二
ヵ
年
で
公

園
を
整
備
し
、
昭
武
公
所
蔵
の

資
料
を
収

蔵
・
陳
列
す

る
資
料

館
な
ど

を
建
設
し
ま
す

。

マ
ニ

十
一
世
紀
の
森
と
広
場
建

設

事
業
・
・
白

然
と
の
ふ
れ
あ
い

、

憩
い
の
場
と
な

る
二
十

一
世
紀

の
森
と
広
場
の
用
地
の
確

保
は

、

借
り
上
げ
や
買
収
で
、
三
月
末

ま
で
に
全
体
面
積

（
五
十
万
五

千
平
方
肩
）
の
八
四

・
三
六
％

ま
で
進
み
ま
し
た
。
今
年
度
も

用
地
の
確
保
に

努
め
る
と
と
も

に
、

「
光
と
風
の
広
場
」
の
入

口
広
場
・
メ
イ
ン
プ

ロ
ム

ナ
ー

ド
な
ど
の
築
造
工
事
を

進
め

、

低
地
部
造
成
委
託
・
樹
木
移

植

工
事
・
地
盤
改
良
工
事
な
ど
を

行
い
ま
す
。

マ
相
模
台
市
営
住
宅
改
善
事
業
・・・

相
模
台
市
営
住
宅
二
号
棟
三

十

二
戸
を
増
築
し
、
浴
室
を
新
設
。

あ
わ
せ
て
屋
上
防
水
な
ど

全
面

改
装
し
ま
す
。

完成した消防訓練センター

１
ま
で

の
足
の
便
と
し
て

、
大
型

バ
ス
蓆
購

入
し

ま
す
。

在
宅
ね
た
き
り
老
人
に

歯
科
診
療
を
実
施

通
院
し
て

歯
科
治
療
を
受
け
る

こ
と

が
困
難

な
、
在
宅
の

ね
た
き

り
老
人

が
、
冢
で

歯
科
診
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
対
象

は

、
市
内
在
住
の
六

十
五
歳
以
上

の
ね

た
き
り
老
人

ま
た
は
こ
れ
に

凖
ず
る
人
で

、
歯
科
診
療
所
に
通

院
が
不
可

能
な
人

。

マ
休
日
土
曜
日

夜
間
救
急
歯
科
診

療

事
業
・
＝
従
来
の

休
日

歯
科
診

療
を
夜
間
に
移
行
し

、
さ
ら
に

土
曜
日
夜
間
か
拡
大
す

る
こ

と

に
よ
っ
て

、
救
急
歯
科
診

療
の

充
実
を
図
り

毒
歹
。

マ
各
種
予
防
接

種
事
業
＝
麻

し
ん

単
独
接
種
に
か
え
て
新
三

種
混

合
（
麻
し
ん
・
お
た
ふ
く
か

ぜ

・
風
し
ん
）
の
接
種
を
実
施
し

ま
す
。

講　座春　の　 青　年矢切公民館成人講座第 １期生募集

科 目 名 期　 日 時間 会場 内　　 容 臈　 師 対象 定 員 費 用

英語と遊ぼう

５月９日～

７月18日の

毎週火曜日

覆

フ？

８淙

分

BW

了

とにかく英語で話

してみたいという

人のための簡単な

英会話とゲーム

英語会話講師

ミツシェル・

ナカムラ氏

？

30
歳
の
亶

20人
示

1,500円

各国の留学生

と 話 そ う

５月11日～

フ月13日の

毎週木曜日

１
留学生を迎えて、

自国や
日本につい

ての話を聞いたり

交流を通して
日本や

世界について学ぶ

各国の留学生

？

35
歳実

女

先着

各
20人

な　し

思い出の１枚

を残すための

｢写頁教窒｣

５月19日～

８月11日の

隔週金曜日 婦

人

会

館

写真に興味のある
人
、失敗したこと

のある人のための
初歩からの写真教
室
。期間中、撮影
会・見学会を予定

プロ・フォト

グラ
ファー

青柳昌宏氏
フォト サーク
ル

BO  K E

16
ム

宍

800円
言

心 も 体 も

や わら かく

｢能力開発卜

レーニンフ｣

５月12日～

７月21日の

毎週金曜日

｢伝統陳式太極拳｣

を中心に｢心理学、

スピーチ学習｣ も

交え、心身を活性

化します

麗太極拳友会

及川 頁氏

日本ＨＲ研究

会
田村隆昌氏

1ぐ

35
濡

婁

300円

科　 目 日　 時 講　 師 内　　　 容 教材贄

郷士の歴史
5/11～7/6の
毎週木曜日

午後１時30分
～３時30分

松下邦夫氏

郷土史を学ぶに当たって

松戸の戦国時代

幕末の世相と文芸文化

無　料

クラシック

音　　 楽

5/13～7/15の
毎週土曜
日

午後２時～
４時

吉田敏夫氏

バロックの協奏曲

ハイドン、モーッ剄し卜

ベートーベン､ﾌﾞﾗｰ ムス

1,000円

小　　 唄
5/19～7/7の
毎
週金曜日

午前10時～
正午

蔘 琳紫氏

大 磯 、青 柳 の かげ 、

秋の野に出て､ いざさら ば、

覩麌の霤り、たつみよいとこ

500円

箏　　 曲
5/11～7/13の
毎週木曜日

午後１時30分
～３時30分

渡辺禎子氏

さくら､吉野山､福寿草、

かぞえうた、荒咸の月、

ワルツ、六段

5,000円

日 本 画
5/12～6/30の
毎週金曜
日

午前10時～
正午

田代邦子氏

静物、植物の写生

画材の基礎知識

ﾘﾝ ｺﾞ､ﾊﾞﾅﾅ､コップ､ユリ

1,500円

千
葉
県
の
魚
「
タ
イ
」
の

イ
メ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
募
集

千
葉
県
は
、
全
国
で

も

有
数
の

水

産
県
で

あ
り
、
水
産
業
へ
の
県

民
の

皆
さ
ん
の
理

解
を
深
め
て

も

ら

つ
た
め
、
県
の
魚
と
し
て

「
夕

ゴ

を
決
定
し
ま
し
た

。

こ
れ
を
記
念
し
て

、
全
国
の

人

人
に
も
親
し
ま
れ

る
よ
う
な
「
夕

イ
」
の
イ
メ

ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
募

集
し
ま
す

。

▽
応
募

資
格
…
県

内
に

在
住
・
在

学
・

在
勤
の
人

マ
内
容
・
士

親
し

ま
れ
る
千
葉
県

プラネタリウム

こどもの日特別投映

巡 回 年 金 相 談

の
魚
「
タ
イ
」
の
イ
メ

ー
ジ

デ

ザ
イ
ン
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い

も

の
②
主
に

「
マ

ダ
イ
」
を
想

定

し
た
イ
メ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
と
す

る

③
イ
メ

ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
と
と

も
に
「
千
葉
県
の
魚
」
で
あ
る

こ
と
を
表
現
す

る
文
字
を
入

れ

る
こ
と

（
例
＝
ち

ば
の

さ
か

な

・
千
葉
の
魚
な
ど

）

マ
応
募
方
法
・
＝
Ｂ
４
判
の
白

紙
を

用
い
、
裏
面
に
住

所
・
氏

名
・

年
齢

・
職
業

（
学
生
は

学
校
名

こどもの日を祝して、５月５日、市民会館

プラネタリウムでは、幼児から楽しめる特別

番組を投映します。

l〉投映時間…午前10時、午後１時30分、３時

30分からの３回( 各35分間)

t〉定員…各先着80人

【〉費用…中学生以下は無料( 大人50円)

c〉詳細…市民会館068-1237 番

氛ぺ?、４　月 ５　月 ６　月
常　盤　平 - ２日(火) ２日愬

小　　　 金 - ９日(火) ６日(火)

小　金　原 - 12日廊 ９日 廊

馬　　　 橋 - 16日(火) 13日(火)

六　　 実 一 19日宙 16日 倒

新　松　戸 2但 廊 23日(火) 20日(刈

矢　　　 切 25日(火) 26日削 23日 愬

東　　　 部 28日廁 30日(火) 27日(火)

心 配 ご と 相 談

r〉申込み…電話で社会教育課青少年婦人係へ

※｢ 英語と遊ぼう｣ については、４月26日(水)必着で、往復ハガキに住所

・氏名・年齢・電話番号を記人して、〒271 松戸市根本387- 5 松戸市

教育委員会社会教育課青年講座係へ

E〉詳細･･･社会教育課青少年婦人係

E〉会場…矢切公民館

【〉対象…市内在住・在勤の16歳以上の人

C〉定員…各先着30人

E〉申込み…直接窓口かハガキに希望科目・氏名・年齢

・住所・電話番号を明記して〒271 松戸市上矢切

299- 1 矢切公民館へ

※電話での申し込みはできません｡月曜日は休館です。

t〉詳細…矢切公民館S68-1241 ～3 番

・
学
年
）
　・
電
話
番
号
・
作
品

の

意
図
を
記
載
し
て
下

さ
い

。

作
品
は

、
自
作
で

未
発
表
の
も

の
に

隕
り
ま
す
。
色
は
、
白
と

ほ
か
三

色
以

内
で

お
願
い
し

ま

す
。
作
品
を
修
正
す

る
場

合
も

あ
り
ま
す
。

マ
表
彰
＝
・
最
優
秀
作
品

言

叩

県

知
事
賞
・
賞

状
・
賞
金
三
十
万

円
、
佳

作
十

点
＝

記
念
品

マ
申
込
み
…
五
月
十
五
日
（
月
）
必

着
で

、
〒

二
六
〇
－

九

一
千
葉

市
市
場
町

一
－

一
千
葉

県
水
産

部
漁
政
課

「
県
の
魚
」

選
定
委

員
会
事
務
局

（
｀
0
4
7
2

－

2
3－
3
0
1
0

番
）
へ

平成元 年度 ワープロ検定 試験

C〉試験日…６月３日(土) ・４日( 日)

E〉試 験会場…松戸商工会議所とそのほか指定

会場

【〉費用…2,580 円

D〉回数および級…７回・４級

【〉申込み…４月22 日( 土) ～28 日( 金)の 午前９

時～午後４時30 分 の間に､松戸商工会議所へ

※土曜日は正午まで

【〉詳細…松戸商工会議所064-3111 番

i〉時間…午前10時～午後３時

C〉費用…無料

※上記以外の日には、市役所国民年金

課で相談にお答えします。

C〉詳細…国民年金課適用係

26
鬧
19
閨
12
忠
11
困

10
C水）

６
(土)
２
(火)

％

(月)
期
日

パ
レ

昌

龍
胆

三
戸

時

間

相　市
談　役

が 鎧
戸
Ｔ

謔
夕
了

常

盤

平

支

所

市小

民金

セ
ン
タ

｜

六

実

支

所

馬

橋

支

所

会

場

r〉詳細…社会福祉協議会昔68－0503番

婦人就業技術講習会

科目 内　　 容 対　象 期　　　 間 時間 定員

裂

科
長じゅばん

多 少経験

のある人

6/5 ～9/19 まで
の

42日 間( 月･ 火･木･
金の 週４日 、８ 月
は休 講)
白
１

各

20

人
冫

科人

老人、病人

に対する看
護　方　法

初 心 者
6/29～8/3 までの
21日間( 月･ 火･木･
金の 週４日)

マ

対

象
・
・・
技

術

を
身

に

つ

け

て

就

業

を

希
望

し

て

い

る

婦
人

※
子

供

同

伴

で

の

受

講
は

不
可

マ

費

用
・・・
無

料
（
教

材

費

実

費

）

マ

申

込

み
・：
五

月

十

五

日
（
月

）

～

十

九

日

釡

）
の

問
に

、

本

人

が

印

鑑

・
四

十

一
円

の
（

ガ

キ

膾
痔

っ
て

直

接

千

葉

県

早

晨

薙

肋

セ

ン

タ

エ

千

葉

市

子

葉

港

四

上

二
県

経

営

者

会

館

三

階

≪
0
4
7
2

－

4
7－
8
5
4
1

番

）

へ

ふ
れ
あ
い
と
親
し
み
あ
る

郷
土
博
物
館
の
建
設
に
着
手

総
合
公

園
「
二
十
一
世
紀
の
森

と
広
場
」
に

、
市
民
文
化
の

中
心

的
施
設
と
な

る
、
ふ

れ
あ
い

と
親

し
み
の
あ
る
郷
土
博

物
館
の

建
設

に
着
手
し
ま
す
。
開
館
は
平

成
五

年
四
月
の
予
定
。

▽
小
中
学

校
建

設
事

業
…
小
金
北

中
学
校

を
小

金
中

学
校
の

分
離

校
と
し
て

建
設
し
ま

す
。

▽
コ

ン
ピ
ュ

ー

タ
ー
活

用
事
業
研

究
費
・
＝
教
職
員
が
コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
ー
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
を

主
な
目
的
と
し
た
研
修

を
実
施

す
る
た
め
に
、
未
設
置
校
に
各

一
台
ず
つ
配
置
し
ま
す
。

マ
国
際
ス
ポ
ー
ツ

交
流
事

業
・
＝
韓

国
か
ら
中
学
生
の
サ

″
力
１
選

手
を
招
き
、
市
内
中
学
生
と
交

歓
試
合
な
ど

を
行
い

ま
す
。

文
化
会
館

建
設
に
着
手

総
合
公
園
「
二
十

一
世

紀
の

森

と

広
場
」
に
、
市
民
の
芸
術
・
文

化
の

鑑
賞
、
発
表
の
場
と
し
て
、

さ
ら
に

文
化

創
造
の
場
と
し
て
、

多
目

的
に
利

用
で
き

る
文
化
会

館

の

建
設
に
着
手
し
ま
す
。
開
館
は

平

成
五
年
四

月
の
予
定
。

142億5,920 万7 千 円

91億7,495 万5 干 円

96億8,258 万6 千 円

6億2,760 万7 千 円

93億9,230 万5千 円

3億6,341 万8 千 円

435億　　7 万8 干 円

国 民 健 康 保 険

松 戸 競 輪

下 水 道 事 業

公設地方卸売市場事業

老 人 保 健 事 業

駐 車 場 事 業

合　　 計

19億3,778 万2 千 円

123億　591 万7 千 円

2億4,730 万 円

144億9,099 万9 千 円

水　　道

病　　院

区画整理

合　　計

教育 民生

総務

消防特別会計

企業会計

衛生

平成

元年

度

一般

会計

785億

円予算はこう

して使いま

す

水と緑と文化を

めざした新規事業

が

盛りだくさん

土 木

主
な
も
の

再生自転車の販売

受付日時…４月21 日（金）・22

日（土）、午前 ９時～午後３時

22日（土 ）は午前11 時 まで

抽選・販売日時…4 月22 日（±1

午 前11 時か ら

会場･･･生 きがい福祉センター

（金ヶ作277- 4 ）

台 数・価格…45 台･ １ 台4,000

円 ～10,000 円

交 通…五香駅東口から新京成

バ ス「小新山行き」で、新栄

町人口下車（五香駅午前９時

19分 ・48 分、10 時17 分 発があ

ります）

抽選日当日（22 日）は、五香

駅東口午前10 時発の事業団マ

イクロバスを運行し ます。

駐車場がありませんので車で

の来場はご遠慮下さい。

詳細…生きがい福祉事業団登

84-3191 番



広報まつど第７０４号

く
ら
し
に
役
立
つ
知
識
を
学
び
た
い
け
れ
ど
、
忙
し
く
て
遠
く
の
講
演
会
場

ま
で
は
出
か
け
ら
れ
な
い
と
い
う
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
希
望
の
場
所
へ
希
望
の
テ
ー
マ
で
講
師
を
派
遣
す
る
「

く

ら
し
の
奥
さ
ま
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、
受
講
し
た
い
テ
ー
マ

を
自
分
で
選
べ
る
の
で
、
今
本
当
に
知

り
た
い
こ
と
を
学
ぶ
た
め
に
最
適
の
講
座
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

興味のあるテーマで、自分たちだけの講座を

マ

申

込

方

法
・・
・
く

ら

し

の

奥

さ

ま

講

座

を

受

講

し

た

い

人

は

、

開

催

希

望

の

三

週

間

前

ま
で

に

お

申

し

込
み

下

さ

い

。

○

二

十
人

以

上

の

グ
ル

ー

プ
で

お

申

し

込

み

下

さ

い

。

○

講

演

料

は

原

則

と

し
て

無

料
で

今

年
四
月

一
日
か
ら
消

費
税
が

導
入
さ
れ
ま
し
た

が
、
県
で

は
、

国
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、

消
費

税
の
適
正
な
転
嫁
が
な

さ
れ

る
よ

う
、
ま
た
、
便
乗
値
上

げ
の

防
止

な
ど
に
努
め
て

い
ま
す

。

そ
こ
で

、
消
費
者
の
皆
さ
ん
か

テーマ別

○
食
品
添
加
物

○
食
中
毒
と
台
所
の
衛
生

○
子
ど
も
の
お
や
つ

○
石
け
ん
と
合
成
洗
剤

○
衣
料
・
繊
維
の
知
識

○
住
ま
い
の
手
入
れ
と
修
理

す
。

○
開
催
場
所
は
、
で
き
る
だ
け
確

保
し
て
下
さ
い
。

○
テ
ー
マ
は
、
消
費
生
活
に
関
係

す
る
も
の
で
あ
れ
ば
目
由
に
選

べ
ま
す
。

ら
消
費
税
に
関
す
る
物
価
問
題
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
る
た
め
、

専
用
電
話
を
設
け
ま
し
た
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○

く
ら

し
と
家
計
簿

○

訪
問

販
売

○

計
量

の
話

○

家
庭
で
で

き
る

ク
リ
ー
ニ
ン
グ

○
ご
希
望
に
よ
り
1
6
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

ー
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
な
ど
視
聴
覚

資
料
も
利
用
で
き

ま
す
。

▽
詳
細
＝
・
消
費
生
活

課
消
費
生
活

係

マ
物

価
ダ
イ
ヤ
ル

（
千
葉
県
県
民

課
内

）

酋
０
４
７
２

恚

■０

２
４
６
８
番

ま
つ
ど
文
学
散
歩
1

伊
藤
左
千
夫
「
野
菊

の
墓
」

僕
の
家
と
い
ふ
は
、
松
戸

か
ら
二
里
許
り
下
が
っ
て
、

矢
切
の
渡
を
東
へ
渡
り
、
小

高
い
岡
の
上
で

矢
張
り
矢

切
村
と
言
っ
て
る
所
。
矢
切

の
齊
藤
と
云
へ
ば
、
比
界
隈

で
の
旧
家
で

、
里
見

の
崩
れ

が
二
、
三
人
こ
こ
へ

落
ち
て

亘

壮
に
な

っ
た
内
の

一
人

が

齊
藤
と
言

っ
た
の
だ

と
祖
沁

か

ら

聞

い

て

居

る
。

（
「
野

菊

の

墓

」
）

松

戸

を

舞

台

に

し

た

小

説

と

い

う

と

、
ま

ず

伊

藤

左

手

夫

の

「
野

菊

の

墓

」

が

挙

げ

ら

れ
ま

す

。

全

編

の

大

半

が

松

戸

を

舞

台

と

し
て

い

る

文

学

作

品

は

、

不

用

品

交

換

情

報

○

今
回
掲
載
分
の
紹
介

マ
申
込
方
法
・
・・
締
め
切
り
は
四

月

二
十
四
日

（
当
日
消
印

有
効
）

①
希
望
品
名
②
住
所

③
氏
名
④

電
話
番
号

（
昼
間
の

連
絡
先
）

を
（

ガ
キ
に
明
記
、
（

ガ
キ

ー

枚
に

品
名
一
点

▽
相
手
の
紹
介
Ｅ
月
末
に
抽
選
を

行
い

、
当
選
者
だ
け
に
電
話

連

絡
し

ま
す
。
紹
介
後
は
自
主
交

渉
と
な
り

ま
す
。

▽
申
込
先
…

消
費
生
活
課
消
費
生

活

係

そ
の
後

も
ほ

と
ん
ど
出
て

き
て

い
ま
せ
ん

。

千
葉
県
出

身
の

歌
人
・
伊
藤

左
千
夫
が

、
四

十
一
歳
の
と
き

に
初
め
て

書
い

た
小

説
「
野
菊

の
墓
」
は

、
川

端
康
成
の

「
伊

豆
の
踊
子

」
と
と
も
に
、
青
春

（
輩

芯
）
小
説
の
双

壁
で

も
あ

り
、
映
画
や
テ
レ

ビ
・
舞
台
な

ど
に
繰
り
返
し
登
場
し
て
い

ま

す
。な

ぜ
矢
切
が

「
野
菊
の

墓
」

の

舞
台
に
選

ば
れ
た

か
に
つ
い

て
は
、
左
千
夫
の
兄
の
孫
に

あ

た
る
春
木
千
枝
子
氏

の
著
書

。

「
歌
人
伊
藤
左
千
夫
」
に
よ
る

と
、「
左
千
夫
は
、
た

び
た

び
柴

又
の

帝
釈
天

を
訪
れ
、
江
戸
川

か
徴

っ
て

松
戸
か
ら
市
川
へ

出

て
帰

っ
た
が
、
矢
切
辺
り
の
景

色
を
大

層
気
に
入
り
、
こ
ん
な

と
こ
ろ
を
舞
台
に
小
説
を
書
い

た
ら
面
白
い
だ
ろ
う
な
あ
と
洩

ら
し
て
い
た

」
と
い

い
ま
す
。

申
し
込
み
は
ハ
ガ
キ
で

【
家
具
類
】
◆
丸
テ

ー
ブ
ル
五
千

円
◆
学
習
机
無
料
◆
事
務
机
五
千

円
◆
シ
ン
グ
ル

ペ
″
ド
五
千
円
◆

食
卓
テ
ー
ブ
ル

ー
イ
ス
五
千
円

「
電
気
製
品
」
◆
釜
式
ド
ラ
イ
ヤ

上

万

円
◆
ク

″
キ
ン
グ
カ

″
夕

上

二
予
円
◆
食
器
乾
燥
器
無
料
◆

カ
セ

″
ト
デ

″
キ
九
千
円

【
子
ど
も
用
品
】
◆
机
と
イ
ス
五

千
円

◆
食
卓
イ
ス
五
千
円
◆

ベ
ビ

ー
ス

ケ
ー
ル

千
円

【
ス

ポ
ー
ツ

・
楽
器
】
◆
エ
レ
ク

ト
ー
ン

一
万
円

◆
電
子
ピ
ア
ノ
無

料
◆

ロ
ー
ラ

ー
ス

ケ
ー
ト
千
円

【
日
用

雑
貨
】
◆

編
み
機
八
千
円

◆

力
１

ぺ

。
卜
三

千
円

・
千
円
◆

石
油
フ

″
ン
ヒ

ー
タ
ー
千
円
◆
温

民
子
の
モ
デ
ル
説

「
民
さ
ん
が
野
菊
」
、
「
政
夫

さ
ん
は
り
ん
ど
コ
の
よ
ラ
な
人

だ
」
と
、
幼
い
愛
の
告
白
を
し

た
二
人
で
し
た
が
、
世
間
体
を

気
に
す
る
親
た
ち
の
た
め
に
離

さ
れ
、
民
子
は
余
儀
な
い
結
婚

を
し
、
産
後
の
肥
立
ち
が
惡
く

死

ん
で
し
ま
い
ま
す
。

ヒ

ロ
イ
ン
民
子
の
モ

デ
ル
と

し
て

は
、
縁
戚
で

左
千
夫
が
結

婚
し

た
い
と
考
え
て
い

た
が
、

果

た
せ

な
か
っ
た
「
川
島
光
」
説
。

左
千

夫
が
矢
切
に

い
た
と
想
定

し

、
当
時
近
ぐ
に
住
ん
で

い
た

「
薮
畸
き
さ
」
説

（
き
さ
は
、

嫁
い

だ
後
、
流
産
後
の
肥
立
ち

が
惡

く
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
）
。

左
手

大
の

中
年
期
の

愛
人
で

、

生

涯

ひ

と
り

身

を

と

お
し

た

「
戸

村
ふ
じ
」

説
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
い

ず
れ
も
確
証
は
あ

室
無
料
◆

茶
箱
無
料
◆
フ
ァ
ミ
コ

ン
六
千
円

Ｏ

次
回
掲
載
分
の
申
し
込
み

譲
り
た
い

人
は
、
品
物
の
詳

細

を

電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

価

格
は

一
万

円
ま
で
で
す
。

原
則

と
し
て

、
衣
料
品
・
食
料

品
・
自

転
車
・
自
動
車
は
扱
い
ま

せ
ん

。
五
月

二
十
日
号
に
掲
載
し

ま
す

。

マ
申
込
期

限
…
四

月

二

十

四

日

（
月
）
ま
で

マ
申
込
先

…
消
費
生
活
課
消
費
生

活
係

り

ま

せ

ん

。

民
子
は
餘
儀
な
き
結
婚
を

し
て

遂
に
世
を
去
り
、
僕
は

餘
儀
な
き
結
婚
を
し
て
長
ら

へ
て

ゐ
る
。
民
子
は
僕
の
寫

眞
と
僕
の
手
紙
と
を
胸
を
離

さ
ず
に

持
っ
て

居
ぶ

つ
。
幽

明
遥
け
て

隔
つ
と
も
僕
の
心

は

一
日

も
民
子
の
上
を
去
ら

ぬ

（
「
野
菊
の
墓
」
）

下
矢
切
の
酉
運
寺
境
内
に
「
野

菊
の

墓
文
学
碑
」
（
写
真
）

が

あ
り
、
国

府
台
里
見
公

園
、
矢

切
の

渡
し

や
柴
又

帝
釈
天

と
を

結
ぶ

観
光

コ

ー
ス
に
な

っ
て
い

ま
す

。
（
松
戸
駅
西
口
か
ら

市
川

駅

行
き

バ
ス
「
下
矢

切
」
下

車
。

徒
歩

約
友

刀
）

（
匝

皿
図
書

館
）

ヤ
シ
類

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
室
内

の
明
る
く
風
通
し
の
よ
い
場
所
に

置
く
か
、
庭
の
木
の
下
な
ど
の
半

日
陰
の
場
所
で
育
て
ま
す
（
特
に

株
の
弱
っ
た
も
の
は
、
戸
外
で
管

理
し
て
回
復
を
待
ち
ま
す
）
。

こ
の
時
期
は
、
皿
水
を
十
分
行

い
、
一
ヵ
月
に
一
回
の
割
合
で
油

か
す
な
ど
の
有
機
質
肥
料
（
室
内

の
も
の
は
液
肥
）
を
施
し
ま
す
。

鉢
　

替
　

え

ヤ
シ
類
は
、
二
年
お
き
ぐ
ら
い

に
鉢
替
え
を
し
ま
す
。
カ
ン
ノ
ン

チ
ク
、
シ
ュ
ロ
チ
ク
は
株
が
増
え

す
ぎ
た
も
の
、
根
づ
ま
り
し
た
も

の
に
行
い
ま
す
。

ヤ
シ
類
の
用
土
は
赤
玉
、
腐
葉

土
、
川
砂
（
荒
い
も
の
）
を
二
対

二
対
一
の
割
合
で
混
合
し
た
も
の

を
用
い
ま
す
。

カ
ン
ノ
ン
チ
ク
、
シ
ュ
ロ
チ
ク

は
株
分
け
し
、
用
土
は
花
コ

ウ
岩

の
専
用
砂
を
用

い
る
と
無
難
で
す

。

越
　

冬
　

法

十
月
下

旬

ご
ろ
か
ら
室
内
に
入

れ
ま
す
が
、
そ
の
前
に
病
害
虫
を

防
除
し

ま
す
。

灌

水
は
順

次
ひ
か
え
め
に
し
、

暖

か
い
日

は
日

当
た
り
の
よ
い
場

所
に

置
き
、
葉
水
を
し
て
葉
の
ほ

こ
り

を
と
り
ま
す
。

最
低
五
度
Ｃ

～
十
度
Ｃ

あ
れ
ば

十
分

越
冬
に
蚤

す
が
、
ア
レ
カ
ヤ

シ
は

十
度
Ｃ
以

上
必
要
で

す
。

病

虫

害

（

カ
イ

ガ
ラ

ム
シ
）

風

通
し
の
悪

い
場
所
に
発
生
し

や
す
い

害
虫
で

す
。

カ
ル

ホ
ス

乳
剤
の
千
倍
液
を
散

布
し
て

防
除
し

ま
す
が
、
新
芽
の

伸
長
期
に
は

薬
害
が
出
や
す
い
の

で
、
注

意
し
て
下

さ
い

。

マ

詳
細
・
＝
公

園
緑
地
課
緑
化

係

花
と
緑

熱
帯
か
ら
亜
熱
帯
地
方
の
原
産

で
、
種
類
も
多
く
、
用
途
も
葉
・

幹
・
果
実
な
ど
が
工
芸
用
・
食
用

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
葉
植
物
の
育
て
方

観
葉
植
物
と
し
て
は
、
耐
寒
性

が
強
く
瑜
性
の
種
類
が
利
用
さ
れ

ま
す
。
主
な
種
類
に
ア
レ
カ
ヤ
シ
、
テ

アレカヤシ

Ｉ

ブ
ル
ヤ
シ
、
フ

ェ
ニ
ク
ス
ー

ロ

ベ
レ
ニ
ー
、
ケ
ン
チ

ャ
ヤ

シ
な
ど

が
あ
り
、
こ
の
ほ

か
在
来
種
の

カ

ン

ノ
ン
チ
ク
、
シ

ュ
ロ
チ

ク
も
ヤ

シ
の
仲
間
で
す

。

育
　

て
　

方

室
内
の

明
る
い
場
所
に
置
い
て

育
て

ま
す
。

冬
期
は
休
眠
状
態
で
成

育
む
止

ま

り
ま
す
の
で
、
水
は
、
鉢
上
の

表
面

が
乾
い
た
と
き
に
鉢
底
か
ら

流
れ

出
る
く
ら
い
に
や
り
ま
ず

。

い
つ

も
用
上
が
湿

っ
て
い
た
り
、

鉢
の

受
け
皿

に
水
が
た
ま

っ
て
い

た

り
す
る
と
、
根
腐
れ
の
原
因
に

な
り

ま
す
。

譲
り
ま
す

県
が
物
価
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
置

ご利用く

ださい

生活の

知恵

奥さま講座　講師を派遣します

くらしの希望のテーマで



平成元年４月２０日広報まつど

運

動

公

園

野

球

場

す
Ｉ
プ
ン
は
昭
和
四
十
九
年
の

七
月
。
観
客
収
容
数
約
三
千
三
百

人
。市
の
木
ユ
ー
カ
リ
や
か
ん
木
に

囲
ま
れ
た
緑
の
多
い
球
場
で
、
た

く
さ
ん
の
野
球
フ

。
ン
に
親
し
ま

れ
て
い
毒
了
。

今
月
か
ら
は
照
明

塔
六

基
が
取

り
付
け
ら
れ

、
ナ
ィ

タ
ー
も
楽
し

め

る
ぶ

つ
に
な
り
ま
し
た

。

マ
利
用
時
間
：
牛

前
七

時
～

午
後

九
時

マ
利
用
料
金
・
三

時

間

四

千

円

（
午
後
五

時
以

降
は
、
ナ
ィ
タ

ー
料
金
三
十
分

三
千
円
か
加
算

さ
れ
ま
す

）

ヱ

父
通
…

北
松
戸
駅
か
ら
松
戸

高

校
行
き

バ
ス
、
運
動
公

園
前
下

車
マ
詳
細
：
面

動
公
園
四
6
3－

９
２

４
１
番

ナイターも楽しめます

ハイこちら内線

600番
まちの話題をお知らせ下さい。

せ
ん
か
ら

」
。

『
一
人
の
不
幸
を
見

逃
さ
な

い
』

を
合

言
葉
に
、
地
域
ぐ

る

み
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を

通
じ
て
在
宅
福
祉
活
動
を

進
め

て

い
る
。

近

ご
ろ
は
、
街
で
あ
い
さ
つ

を
交
わ
す
人
が
多
く
な

っ
た
と

い

う
。

「
ち
ょ

っ
と
し
た
こ
と
で
声

を
か
け
た
り
、
譲
り
あ

っ
た
り

す
る
。
そ
ん
な
心
の
ふ
れ
あ
い

が
大
切
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
し

。

ｙ
累

」
。

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
お
か

げ
て

健
康
で

充
実
し

た
生
活
を

送
る
こ

と
が
で

き
て

感
謝
し
て

い

る
と

語
る
そ

の
姿
に

、
地
域

と
共
に
生
き

る
や

さ
し

さ
が
感

じ
ら
れ
た

。

春を満喫

桜まつりに50

万人

八柱ではあいさつ日本一運動スタート

消防音楽隊のオープニング・パレード（常盤平で）

常盤平・六実・八柱の桜まつりが、４月１

日（土）・２日（日）の２日間、一斉に行われま

した。

当日は晴天に恵まれ、絶好のお花見日和。

２日間の人出は、延べ約50 万 人。

常盤平と六実では、歩行者天国となったさ

くら通りを会場に、各種パレ ードや催し物で

にぎわいました。

一方、八柱さくら まつりは「あいさつ日本

一運動」のスタートを兼ねて行われ、あいさ

つマスコット 人形の名前「ハロー君」が披露

さ れました。

この運動は、道行＜人たちが気軽に声を掛

け合い、明るい街をつくろうというものです。

市川市
斉藤ちか子さん(右)

五香六実
臼井　悦子さん(左)

私
た
ち
二
人

と
も
、
近
く
の

ス

ー
パ

ー
に
勤
め
て
い
ま
す
。

職

場
で

は
、
き
ち
ん
と
あ
い

さ
つ

す
る
よ

う
に

し
て
い
ま
す

が
、
日
常
生

活
で
は
な
が
な
か

「

あ
い

さ
つ

運
動
」
が
実
を

結
ん
で
、
明

る
い

街
に

な
っ
た

ら
す
ば
ら
し
い
で

す
ね
。

あ
な
た
の

健
康

水
い

ぽ
の
感
染

水
い
ぽ
は
、
ポ
ッ
ク
ス
ウ
ィ
ル

ス

ー
グ
ル
ー
プ
の
伝
染
性
軟
属
腫

ウ
ィ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ
り
、
五

上
（
歳
を
ピ
ー
ク
に
学
童
期
の
小

児
に
多
く
、
皮
膚
科
外
来
患
者
の

＝
丁

五
％
程
度
を
占
め
る
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
と
し
て
は
、
最
も
あ
り

ふ
れ
た
疾
患
で
す
。

主
に
、
幼
稚
園
・
小
学
校
の
プ

ー
ル
や
、
ス
ィ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

な
ど
で
感
染
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
子
供
同
士
が
ふ
ざ
け
て
抱

見

回

な
ど
、
直
接
の
皮
膚
の
接

舩
や
タ
オ
ル
を
介
し
て
も
感
染
し

ま
す

。

感
染

後
、
お
よ
そ
二
～

七
週
間
の
潜
伏
期

を
経
て

一
丁

五
ミ
リ
く
ら
い
の
小

結
節

が
、
頚

部
、
腋
窩
、
大

絃
内
側
な
ど
の
皮
膚
の
よ

く
擦
れ
合
う

部
分
に
み
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。

水

い

ぽ
の

自

然

消

退

一
般
に

、
「
い

ぽ
」

が

自
然
に
消
え

る
と
い

う
こ

も
六
ヵ
月
以
上

を
要
し

ま
し

ょ
う
。

水

い

ぽ
の

治
療

自
然

治
癒
ま
で

、
多
数
の
水
い

ぽ
を
残
し

た
ま
ま
過
ご
す
の
は
、

小
児
に
と
っ
て

苦
痛
で

あ
り
、
特

に

、
モ
ル
ス
ク
ム
反
応

と
い

っ
て

、

い

ぽ
の
周
辺
に
湿
疹
様
変
化
が
出

て

来
た
場
合
ヽ
匹

み
磊

で

訃

く
た
め
に
自
己
接
種
を
起
こ
し
て
、

水
い

ぼ
が
ひ

ろ
が
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
他
人

に

う
っ

り

手

心

で

、
と

っ
た
ほ

ラ

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
数
が
少
な
い
う
ち
に

と
れ
ぱ
よ
い
の
で
す
が
、
た
く

さ

水　 い　 ぼ

と
は
、
医
師
は

も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、

い
ぽ
に
か
か

っ
た
人

も
、
一
般
の

人
も

経
験
し
て
い

る
こ

と
だ
と
思

い
ま
す

。

水
い

ぼ
も
自
然
治
癒
す
る
疾
患

の
一
つ
で

、
小
児
で
は

高
率
に
み

ら
れ
ま
す
が
、

成
人
に
は
ほ

と
ん

ど
み
ら
れ
ま
せ
ん

。
こ

れ
は

放
置

し
て
お
い
て

も
免
疫
が
働
い
て

自

然

治
癒
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で

す

。た
だ
、
問
題
は

治
癒

ま
で

の
期

間
で
す

が
、
個
人

差
が
大
き

く
、

自
然
消
退
の
月

数
は
六
ヵ
月

か
ら

二
年
ぐ
ら
い
で

す
。
と
も
か
く
自

然
治
癒
を
待
つ
に
は

、
少
な
く
て

ん
出
来
た
水
い
ぽ
を
、
泣

き
叫
ぶ
子
ど
も
を
押
え
つ

け
て
ま
で
、
一
つ
ひ
と
つ

摘
出
す
る
こ
と
も
問
題
が

あ
り
ま
す
。

昔
か
ら
「
親
い
ぽ
と
る

と
子
い
ぽ
も
と
れ
る
」
と

い
わ
れ
て
い
る
ぷ
つ
に
、

た
く
さ
ん
あ
る
水
い
ぽ
の

う
ち
ご
く
一
部
を
ピ
ン
セ

ッ
ト
で
摘
出
す
る
か
、
水

い
ぽ
の
表
面
に
液
体
窒
素

と
か
硝
酸
銀
溶
液
な
ど
を

小
綿
棒
で
塗
布
し
て
、
生
体
の
免

疫
反
応
を
早
め
る
よ
ラ
な
治
療
を

行
い
ま
す
。

そ
し
て
、
し
ば
ら
く
経
過
を
み

る
と
い
ぽ
が
い
っ
せ
い
に
消
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
水

い
ぽ
に
対
し
て
免
疫
が
出
来
た
た

め
で
、
苦
痛
の
少
な
い
方
法
と
思

い
ま
す
。
水
い
ぽ
は
、
自
然
治
癒

す
る
疾
患
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
ま

わ
り
が
神
経
質
に
な
ら
な
い
方
が

よ
い
と
思
い
ま
す
。

と
は
い
っ
て
も
、
感
染
屁
で
す

か
ら
、
数
が
少
な
い
う
ち
に
早
期

発
見
・
早
期
治
療
が
よ
い
で
し
ょ

う
。
　
　
　
（
松
戸
市
医
師
会
）

馬
　

橋

飯
箸
文
子
さ
ん

眼
鏡
の
奥
に
柔
和
な
光
を
宿

ら
せ
な
が
ら
穏
や
か
な
口
調
で

話
す
飯
箸
さ
ん
は
、
馬
橋
で
昭

和
三
十
七
年
か
ら
児
童
・
民
生

委
員
を
勤
め
て
い
る
。

昨
年
は
、
全
国
社
会
福
祉

協

議
会
か
ら
の
表
彰
も
受
け
た

。

「
た
ま
た
ま
お
手
伝
い
を
し

て

い
た
町
会
の

関
係
で

な
っ
た

だ
け
な
ん
で
す
よ
。
す

っ
か
り

長
く
な
っ
て
し
ま

っ
て

」
。

今
で

は
珍
し
く
は
な
く

な
っ

た
が
、
当
時
は
地
区
に
女

性
の

民
生
委
員

は
い
な
か

っ
た
の
で

、

自
分
の

た
め
に
女
の
民
生
委
員

は

だ
め
だ
と
言
わ
れ
な
い
よ
う

に
と

、
と
て
も
緊
張
し
た
と
い

「
私
か
こ
れ
ま
で

や
っ
て

こ

れ
た

の
も
、
周
り
の
皆
さ
ん
の

お
陰
な
ん
で

す
。
町
会
の
方
々

も
と
て

も
協
力
的
で

ご
理
解
が

あ
り

ま
す
か
ら
』
と
明
る
く
笑

今
は

、
地
域
ぐ
る
み
で

福
祉

を
進

め
る
運
動
卜
地
域
福
祉
ネ

地域 と共に生 きる

ツ

ト

ワ

ー

ク

に

力

を

入

れ
て

い

る

と

い

う

。

地
元

の

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

の

人

だ

ち

と

共

に

寝

た

き

り

の

老

人

を

訪
ね

て

話

し

相

手

に

な

っ

た

り

、
独

り

暮
ら

し

の

お

年

寄

り

を

招

い

て

会

食

会

を

閧

い

た

り

し

て

い

る

。

「
や

は

り

独

り

暮

ら

し

の

方

は

話

し

相

手

に

恵

ま

れ
て

い

ま

施設あん

ない



第７０４ 号

松戸子ども劇場

〈高学年部例会〉

E〉日時… ４月27 日(木) 午後６時

開演

E〉内容…青い地球の仲間たち｢ ダ

・カーポ｣ コンサート

〈低学年部例会〉

r〉日時…①５月10 日(水) 午後６

時開演②５月11 日(木) 午後５

時45 分 開演の２回

c〉内容…関西芸術座公演｢ じ ゃ

リン子チエ｣

【〉会場…各例会とも市民会館ホ

ール

|〉費用…3,000 円( ４ 歳以上)

E〉詳細…松戸子ども劇場登86 －

9154 番

’89ふれ愛助け合い

親子映画会『宝島』

【〉日時…５月３日(祝) 、午前10

時 と午後２時からの２回

【〉会場…市民会館 ホール

【〉定員…各回1,200 人

E〉費用…300 円( ４ 歳未満無料)

【〉申込み…往復ハガキに住所・

氏名・年齢・参加人数・午前

午後の別を記入し、〒260 千

葉 市千葉港４－ ４仝労済千葉

県本部｢ 親子映画会｣ 係(S

0472 ―42 ―8794 番) へ

市民詩吟教室

E〉日時…５月６日、６月３日の

各土曜日、午後６時～８時

【〉会場…市民会館

【〉費用…無料( 筆記用具持参)

|〉詳細…岩測088 ―0693番

音楽の広場（合唱講座）

E〉日時…４月25日(火)午後１時

30分～３時30分

l〉会場…市民会館音楽室

E〉費用…テキスト代2,700円

r〉詳細…社会教育課市民文化係

春の陶芸一日教室

E〉日 時… ４月28日(金)･30 日(日)、

５月５日(祝) ・ ７日( 日) 、午

前の部＝9 時30 分 ～11 時30 分 、

午後の部＝２時～４時のいず

れか都合のよい日１回

|〉会場…陶松( 国保松戸市立病

院裏)

E〉費用…500 円( 陶土･ 焼代別)

【〉申込み…電話で縄文土器を作

る会・小堀S68 ―7726 番へ

趣味の切手展

E〉日 時…4 月22日(土) ・23 日(日)

午前10 時 ～午後５時

【〉会場…常盤平市民センター

E〉内容…珍しい切手の展示 、記

念スタンプ・切手などのプレ

セントほか

l〉詳細…松戸郵 趣連合会・佐伯

063 ―1748 番( 夜 間のみ)

市民氷上運動会

|〉日 時…４月23 日( 日)午前 ９時

～正午( 運 動会終了後、午後

５時まで自由滑走)

|〉会場…新松戸スターランド

E〉対象…小学生以上の市民 また

は市内 在勤者

E〉定員…先着200 人

【〉種目…氷上ゲーム･競 技( 個 人

・団体)

【〉費用…１人600円 、 親子･ 兄弟

は１組1,000 円

E〉申込み… ４月22 日(土) までに、

ハガキに住所･氏 名･年 齢・電

話番号を記入し､〒270 松 戸市

ニツ木３松戸市スケート連盟

(mi ―2121 番)へ

※参加者全員に参加賞あり。手

袋・ズボン着用のこと。

市民弓道 教室

【〉日時…５月７日～６月10 日の

毎週土・日曜日(10 回)､ 午 後

２時～４時( 土 曜) ・ 午前10

時 ～正午( 日曜)

【〉会場…運動公園弓道場

E〉対象…一般市民30 人

【〉費用…保険料600 円

【〉申込み…４月21 日(金) 午前８

時30分 から社会体育課で先着

順に直接受け付け

※白足袋持参

C〉詳細…社会体育課指導係

軽井沢野鳥観察会

【〉日時…５月27 日( 土)午 前７時

30分 市役所正面玄関前集合、

28日( 日)午後６時30 分 市役所

前で解散予定( 球白２日)

【〉宿泊先…軽井沢荘( 無 料)

【〉定員…35 人( ６歳以上)

E〉費用…１人8,300 円( 往 復バス

代・保険料など当日持参)

E〉持ち物…弁当２食分(夕 食･ 朝

食)･ 観察用具・筆記具・防寒

具( 早 朝観察あ り)

E〉申込み…４月24 日(月) ～ ５月

11 日(木) の午前９時～午後４

時の間に、電話で公園緑地課

小鳥を呼ぶ係へ

家庭婦人バレーボール大会

E〉日時… ５月21 日・28 日の各日

曜日、午前８時30 分 かち

【〉会場…運動公園体育館

E〉対象…家庭婦人連盟登録チー

ム

E〉費用…１チーム4,150 円( 年 間

登録料含む)

【〉代表者会議…５月６日(土) 午

後２時から運動公園武道館会

議室で( 参加費持参)

【〉申込み… ４月30 日( 囗)までに

ハガキで、 〒270 松 戸市馬橋

1,179-2 コ ー ポ竹泉103 号 加 賀

百合子(登44 －1003 番) へ

野鳥観察会「谷津干潟」

1〉日 時…４月23 日( 日)午前７時

55分 松戸駅東ロデッキ上集合、

12時30 分現 地解散

【〉内容…夏羽のシギ･チドリなど

t〉用意するもの…筆記具 ・観察

用具・弁当

【〉費用…無料( 交通費自己負担)

【〉申込み…電話で公園緑地課小

鳥を呼ぶ係へ

春季市民 ソフ トボ ール大会

【〉日時…５月７日～６月４日の

毎週日曜日､ 午前８時3C汾 から

E〉会場…古ヶ崎 グラウンド

【〉対象…市内在住・在勤者で編

成されたチーム

|〉費用…１チーム男子5,000 円 、

女子3,000 円

|》申込み… ４月22 日(土) 午 後６

時30 分 から運動公園武道館会

議室で行 う代表者会議で

E〉詳細…松戸市ソフトボール協

会・永野1564 ―8441 番

春の盆栽展

(チャリティーバザール)

【〉日 時…４月22日(土)･23 日(日)

午 前９時～午後 ５時

1〉会場…常盤平市民センター

E〉詳細…日本盆栽協会松戸支部

・具島Q87 ―1019 番

広報まつど

松戸史談会「七福神めぐり」

金ヶ作から殿平賀まで

1〉日 時… ５月７日（日）午前10 時

常盤平駅北口集合（雨天中止）

E〉コース‥‘･常 盤平駅北口一祖光

院（恵比寿・大黒天）一金谷

寺（毘沙門天）一福昌寺（布

袋尊）一常真寺（福禄寿）―

広徳寺（弁財天）‐ 慶林寺（寿

老尊）一北小金駅の約10km 、

徒 歩約 ５時間30 分（休憩を含

む）

E〉費用…資料代300 円（昼食は持

参して下さい）

E〉申込み…当日会場 で

【〉詳細…神尾S41 ―2458 番（午

後）

フォークダンス初心者講習会

【〉日時…５月12 日～６月23 日の

毎週金曜日、午前10 時～正午

1〉会場…明市民センターホール

r〉対象…60 歳 までの女性

E〉費用…･1,000円( ７回分)

1〉持ち物…運動靴

E〉詳細…明フォー クダンスサー

クル･中村Q65-1046 番(夜 間)

グラウンドゴルフ教室

E〉日時…４月23日(日)午前10時

～午後１時

E〉会場…栗ヶ沢小学校校庭

E〉対象…一般市民(子供歓迎)

E〉費用…無料

E〉詳細…体育指導委員・篠崎昔

87―3336番

ますので、車での来場は控え

て下さい。

ハガキ申し込み要領

日　　　程　　　表

会　　 場 期　日　‘ 時間

衛　生　 会　 館 5/80 6/5(1月)7/1詛

午

後

１

時

15

分

Ｓ

午

後

２

時

30

分

五香市民センター 5/1BM 6/13W 7/18W

松飛台市民センター 5/1R 6/15W 7/恬 月）

小金北市民センター 5/22側6/13W 7/2砠）

東 部市民センター 5/23W 6/2欧 7/25W

馬橋東市民センター 5/22§ 6/15附 7/24(0)

健 康増進センター 5/23W 6/2飭 7/2践

常盤平市民センター 5/9CW 6/6 図 7/12 冰）

明市民セ ン タ ー 5/9C刈6/6(刈7/1200

古ヶ畸市民センター 5/17006/1翩 7/19W

桾台市民センター 5/1肬 6/1訪 7/18図

小金原市民センター 5/12鬯 6/9 愬7/14窗

新松戸市民センター 5/17團 6/1翩 7/19匯

小金市民センター 5/1謐 6/1朏 7/21R

常盤平市民センター 5/3肋 6/3膾 ｱ/2朏

馬 橋市民センター 5/19R 6/1膾 7/21宙

六実市民ｾﾝﾀｰ 別館 5/12白 6/9宙 7/1劒

二十世紀が丘市民ｾﾝﾀｰ 5/1 SB)6/12C月）7/17回

※各市民センターの休館日の変

更に伴い、一部接種会場の日

程が変更になっていますので、

日程表をお持ちの人はご注意

下さい。

E〉詳細…保健衛生課予防衛生係

●市役所(66)1111 ･ 常盤平支所(87)2131

●小金支所(41) 5101 ･ 小金原支所(44)4151

●六実支所(85) 0113#馬橋支所(45)2131

●新松戸支所(43)5111 ･矢切支所(62)3181

●東部支所(92)3061

ラ イ トエア ロビ クス

1〉日時…５月15 日からの毎週月

曜日、午後１時30 分 ～３時

l〉会場…健康増進センター

1〉内容…音楽にのってウォー キ

ングを中心にヘルスアップ(体

力のない人・運動経験のない

人向き)

E〉費用…毎回300 円

t〉対象…市内在住・在勤で20 歳

以上の人

【〉対象…初めての人は、健康増

進指導コースを受けて下 さい

(１年以上経過した人も改め

て受けて下さい) 。検査の結果、

健康上支障がなければ希望の

日から参加できます。

E〉詳細…健康増進センター登65

5588 番

ふれあい教室(エアロビクス)

【〉日時…５月10 日～７月26 日の

毎週水曜日、午後６時30 分 ～

８時30 分( 全12 回)

【〉会場…勤労会館

【〉対象…市内在住･ 在勤の勤労者

【〉定員…80 人( 申し込み多数の

場合は抽選)

E〉費用…無料

E〉講師…矢ノ根隆子氏・長谷川

れい子氏

E〉申込み…４月25 日( 火) 〔消印

有効〕 までに、往復ハガキに

住所・氏名・年齢・勤務先・

電話番号・教室名を明記し、

〒271 松 戸 市根本387-5 松戸

市役所商工課労政係へ

ほけん

えいせい

楽々バランスメニュー教室

日　　時 内容（講話と調理実習）

5/11W
午前

10時
Ｓ

午後
１時

ヘルシー1600キロカロリー
の食事　　　　（主食編）

6/8困
ﾉﾉ

(主莱爲)

7/13附
コレステロールが気になる
人の食事

E〉会場…健康増進センター

E〉対象…市内在住・在勤の20歳

以上の人で、当センターの健

康増進指導コースを１年以内

に受診した人(1年以上経過し

た人も改めて受けて下さい)

E〉定員…先着40人

l〉費用…毎回400円

E〉申込み…４月21日(金)午前９

時から電話で健康増進センタ

一昔65-5588 番へ。

愛の 献血

期日 会　 裼 時　間 主　　 催

4/22
(土)
ＪＲ松戸駅
東　　　口 午前10時

Ｓ

午後４時

松　戸　 市

29
出
三菱 銀 行
新松戸支店

松戸ユーカリ
ラィォン ズ
ク　ラ　ブ

E〉詳 細…健康管理課業務係

三 種 混 合 予 防 接 種

三種混合（百日ぜき・ジフテ

リア・破傷風混合）予防接種を

下記の日程のとおり行います。

第１期（３回接種）と第２期

（１回接種）を終わっていない

人で、問診票を持っていない人

は、下記の要領で申し込んで下

さい。

E〉申し込みをする人（問診票の

ない人）…第１期＝２歳以上

６歳未満の人で１期３回が終

わっていない人、第２期＝６

歳未満の人で１期３回が終わ

って１年以上たっている人。

ただし、６歳以上７歳６ヵ月

未満の人は、１期３回目が終

わって１年から１年６ヵ月の

間であれば受けられます。

【〉申し込まなくてもよい人…第

１期＝昭和61年12月１囗～62

年３月31日生まれの人、第２

期＝昭和60年８月１日～11月

30日生まれの人

※上記生年月日の人で３月末ま

でに住民登録をしている人は、

４月下旬に通知しますので申

し込む必要はありません。以

前の問診票を持っている人は、

そのまま使用できますので日

程表を見て受けて下さい。

※会場の駐車台数に限りがあり

救 急 医 療 体 制　　 健 康 保 険 証 を忘 れ ずに ／

◆夜間急病診療所( 毎日)･午後8時～1塒 衛生会館内　　068-3756 番

◆待機病院( 毎日)･午後5時～午前9時テレホンサービス　啣Ｈ Ⅲ 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時ﾃﾚﾎﾝｻｰ ﾋﾞｽ　　066-0010 番

◆休日歯科診療所・午前9時～正午　衛生会館内　　　　 昔65弓430番

おし

らせ

もよおしもの
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